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Ⅴ．特記事項 

1．各種ツールを用いた学修履歴・学修成果・活動成果の可視化の取り組み 

本学では以下のツールを用いて学修履歴や学修・活動の成果を可視化するとともに、学

生が活用できるよう取り組んでいる。 

 

①「オープンバッジ」 

本学では学修や各種活動の成果を可視化し学生の意欲向上を図ることを目的に「オープ

ンバッジ」を導入し、令和 4(2022)年度より「数理・データサイエンス・AI教育プログラ

ム」、令和 5(2023)年度よりリベラルアーツ学部における「メジャーコース・マイナーコー

ス」の認定に用いている。 

バッジのデザインは本学学生によるもので、認定対象に応じた専用デザインのほか汎用

デザインも作成している。汎用デザインは認定対象の種別やレベルにおいて使い分けるこ

ととしており、今後さまざまな取り組みの成果の可視化に「オープンバッジ」を用いるこ

とができるよう仕組みを整えている。 

リベラルアーツ学部 メジャーコース・マイナーコース バッジデザイン 

      
数理・データサイエンス AI 教育プログラム修了証 バッジデザイン 

 
 

②「ディプロマ・サプリメント」 

令和 2(2020)年度入学者より学修成果の可視化を目的とし、3年次以降及び卒業時に「デ

ィプロマ・サプリメント」の発行を行っている。3 年次より発行可能となる在学中の様式

は学修ポートフォリオ「テヅカポートフォリオ」を通したデータによる配付、卒業時の様

式は学長印を押印した証明書類として配付している。 

「ディプロマ・サプリメント」は成績状況、ディプロマ・ポリシー及び「帝塚山学院大

学生の 10 のちから」達成状況、カリキュラム目標達成状況からなり、それぞれについて図

表を用いてわかりやすく可視化している。 

「ディプロマ・サプリメント」は学修成果の可視化による自身の学びの振り返りのほか

に、在学中の様式は就職活動、卒業時の様式は自身のスキルや強みの発見に活用されるこ

とを想定している。 

  


